
アメリカ聖公会祈祷書のイースター日取り算出方法 

アメリカ聖公会祈祷書には、信徒が簡単にイースターの日取りを算出できる方法が記されている。 

祈祷書の８８２ページと８８３ページで、１９００年から２０８９年までのイースターは明記しているが、それ

とは別に、復活日の直前の満月の日を示して、その後の日曜日の日付まで簡単に調べられる資料が載っている。 

下の２０ページから２３ページは、２月から５月のカレンダーだが、各日付の右には A からｇの記号がある。そ

して３月と４月には、日付の左に、ところどころ、１から１９の数字がちりばめられている。これが重要。 

 

 

 



次に、８８０ページから８８１ページには、イースターの日取りを見つける表と規則が書かれている。 

 
細かいところまでは訳さない。大意は、復活日を決める満月の日は、３月２１日から４月１８日の間に当たる。

そのあと最初に来る日曜日が復活日。３月２２日より前や４月２５日より後に復活日が来ることはない。カレン

ダーに１から１９までの数字が３月２２日から４月１８日までに散らばっているのは、それが満月の日を示す黄

金数（ゴールデンナンバー）だから。（㊟３月２１日に数字がないのは、このカレンダーが１９００年から２０

９９年までのものだからである。３月２１日が満月になったのは、１８１８年が最後で、次は２２８５年である。

もっとも、天文学的には、今年の３月２１日が東半球は満月だったが。） 

 

大切な数字は、ふたつ。 

①ゴールデンナンバーを見つけること。 

対象になる年に１を加えて、それを１９で割り、余った数字がゴールデンナンバー。 

今年を例に挙げると、２０１９＋１＝２０２０  その２０２０÷１９＝１０６余り６ ゴールデンナンバー 

そのゴールデンナンバー６をカレンダーで探すと、４月１８日がそれにあたる。つまり、イースター直前の満月

の日は、４月１８日だとわかる。（余りが０の時のゴールデンナンバーは１９になる） 

②もうひとつ大切なのは日曜日の日付。 

４月１８日の右には「ｃ」が書かれている。このカレンダーは１月１日から、Ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ、ｆ、ｇ、の

順番で繰り返されている。ｃだから、１月３日の曜日と４月１８日は同じ曜日。今年の場合は、私たちの家にあ

るカレンダーを捜せばわかるが、５０年後のことだったら、すぐにはわからない。そこで、８８１ページの表が

役立つ。今年は２０１９年だから、１９という数字を捜す。その１９の行を上に見てゆくと、１９００年代の所

はｅ。２０００年代の所はｆ。このｆが今年の日曜日。満月である、４月１８日はｃだから、ｃ（木）１８日、

ｄ（金）１９日、ｅ（土）２０日、となって、２１日がｆ復活日。 

尚、８８１ページの数字の右上に、「°」の印があるのは、うるう年で１日ズレることを表す。 


